
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

16,402 人 

３９２ 件 

16,624 冊 

来 館 者
ら い か ん し ゃ

…… 

貸出
かしだし

冊数
さ っ す う

…… 

予約
よ や く

件数
けんすう

…… 

３月
が つ

の 
 

ブックバス利用者
りようしゃ

…… 

ブックバス貸出
かしだし

冊数
さっすう

…… 

９５人 

２９３冊 

こんにちは！ 

しろね図書館
と し ょ か ん

です。 
 

新年度
しんねんど

からは、新館長
しんかんちょう

石口
いしぐち

を中心
ちゅうしん

に、新
あら

たなスタートを

きることになりました。新館
しんかん

リニューアル後
ご

では、歴代
れきだい

３

代目
だいめ

の図書
としょ

館長
かんちょう

となります。 

発 

新潟市立 

白根図書館 

行 

１位 告白（１２名） 

２位 聖女の救済（１１名） 

３位 英雄の書 上・下（８名） 

４位 ガリレオの苦悩（７名） 

４位 悼む人（７名） 

予約
よ や く

ランキング 
 

ただいま人気
にんき

の本
ほん

です。 

しばらくおまちください。 

発 

平成 21年 

４月１日 

行 

館長
か ん ち ょ う

 石口
い し ぐ ち

 道生
み ち お

 

清水
し み ず

 隆
たかし

 

内山
う ち や ま

 香
かおり

 

大野
お お の

 恵子
け い こ

 

斉藤
さ い と う

 久美子
く み こ

 
小林
こ ば や し

 冴子
さ え こ

 

坂井
さ か い

 智子
と も こ

 

Special Feature 

スタッフ紹介 

しょくいんのしょうかい 

 

４月
がつ

からはこのメン

バーでがんばってま

いりますので、よろ

しくお願
ねが

いいたしま

す。これからも、どう

ぞしろね図書館
としょかん

に 

ご注目
ちゅうもく

ください！ 

くまのブラン 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

湯本香樹実 ぶん 酒井駒子 え 

                                  

なかよしの友だち・ことりを失ったくま。 

ことりの死を受け入れられないくまは、ひとり暗い家の中に閉じこもってしまいます。 

哀しみの日々のなか、くまに訪れる、ひとつの出会い。心癒されるような音色に包まれながら、 

ことりとの日々がひとつひとつ思い出されて……。 

 [清水 隆] 

河出書房（E サ） 
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    ルーム２ 
４月１９日（日）１４：００～ 

恋忘れ草 
北原亞以子 著（文藝春秋） 

絵
師
、
手
習
い
師
匠
、 

筆
耕
、
料
理
屋
…
…
。 

男
性
優
位
の
社
会
の
中
で
、 

自
立
し
て
ひ
た
む
き
に
生
き
る 

江
戸
の
“
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン  

”
た
ち
。 

恋
破
れ
、
傷
を
背
負
い
つ
つ
も 

仕
事
に
生
き
た
、 

女
た
ち
の
哀
歓
を
描
い
て 

直
木
賞
に
輝
い
た
連
作
集
。 

惚れた男の面影が 

この道一筋と 心に決めても、 

 

 

かけがえのないものをなくした哀しみと、それを

受け止め、新たな一歩を踏み出すまでを描いた絵

本です。モノトーンで描かれた美しい絵と、抑えの

きいた端正な文章。単色の世界に、鮮やかだった

日々を取り戻していくかのように、明るい色がさし

こむ演出。それは、凍てついた大地と鉛色の空か

ら解放され、いのちの芽吹く季節を思わせます。 

先日アカデミー賞をとったあの映画の英語タ

イトルは"departure"でしたが、この言葉には「別

れ」や「旅立ち」といったニュアンスが込められてい

ます。まさにこの本は、もうひとつの"departure"とも

いえるでしょう。 

春は、別れの季節。 

あのひとがくれた想い出を胸に抱いて。 

春は、旅立ちの季節。 

別れの涙を、 

前に進む勇気にかえて。 

たいせつなひとに 

読んでほしくなる、そんな１冊。 

「きょうのあさ」を 

笑って迎えることができるように。 

だって、ぼくたちは  
ずっとずっといっしょなんだ―

― 

心をよぎる。 

くまとやまねこ 
図書館員がおすすめするこの１冊 



第
１０１
回 

読
書
会 

平
成
21
年
３
月
15
日
（
日
） 

午
後
２
時
～ 

 

『
雨
に
も
ま
け
ず
粗
茶
一
服
』 

 
（
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
） 

松
村 

栄
子 

著 
 

          

【
あ
ら
す
じ
】 

 

「
こ
れ
か
ら
は
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
に
し
た

ん
だ
。
」 

主
人
公
の
遊
馬
（
あ
す
ま
）
は
、
弱
小
茶
道
家
元
の

跡
継
ぎ
を
放
棄
し
て
東
京
の
家
を
出
て
き
た
十
八
歳
。

茶
道
が
嫌
で
家
出
し
た
の
に
、
何
の
因
果
か
、
向
か
っ

た
先
は
茶
道
の
本
場
、
京
都
だ
っ
た
。
そ
こ
で
出
会
う

の
は
、
ひ
と
ク
セ
も
ふ
た
ク
セ
も
あ
る
、
個
性
豊
か
な

茶
人
ば
か
り
。
彼
ら
に
振
り
回
さ
れ
る
ド
タ
バ
タ
の
な

か
で
、
遊
馬
は
葛
藤
し
、
そ
し
て
大
人
に
な
っ
て
い
く
。

京
の
茶
が
香
る
、
青
春
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
。 

【
参
加
者
感
想
】 

 
 

漢
字
が
難
し
く
、
し
か
も
慣
れ
な
い
茶
道
用
語
が

多
い
の
で
、
読
み
進
め
る
の
が
少
し
大
変
だ
っ
た
。 


 

茶
道
の
専
門
的
な
道
具
や
、
用
語
が
出
て
く
る
の

で
ピ
ン
と
こ
な
か
っ
た
。 


 

茶
道
を
た
し
な
ん
で
い
る
人
が
読
む
と
と
て
も

お
も
し
ろ
い
と
思
う
。 


 

遊
馬
が
家
宝
の
茶
杓
を
あ
っ
さ
り
と
売
り
に
行

っ
た
所
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
。 


 

同
じ
茶
杓
で
も
東
京
で
は
価
値
が
高
く
、
京
都
で

は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
く
、
場
所
に
よ
っ
て
価
値
が

違
う
こ
と
に
驚
い
た
。
物
の
価
値
に
つ
い
て
考
え

さ
せ
ら
れ
た 


 

茶
道
だ
け
で
な
く
、
剣
道
、
弓
道
と
３
点
セ
ッ
ト

の
武
家
の
茶
道
の
流
派
が
あ
る
事
を
知
っ
た
。 


 

お
金
を
稼
ぐ
た
め
に
遊
馬
が
、
托
鉢
を
始
め
る
発

想
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
。 


 

未
来
に
向
か
っ
て
敷
か
れ
て
し
る
レ
ー
ル
に
対

し
て
、
反
発
す
る
遊
馬
の
気
持
に
共
感
が
持
て
た
。 


 

遊
馬
は
家
に
反
発
し
て
、
家
出
を
し
た
か
ら
こ
そ

初
め
て
い
ろ
ん
な
事
が
分
か
り
、
成
長
し
た
の
だ

と
思
う
。 


 

自
分
の
道
を
切
り
開
く
た
め
に
、
用
意
周
到
に
準

備
を
し
、
実
行
し
た
弟
の
行
馬
（
い
く
ま
）
が
子

供
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
す
ご
い
。 


 

京
都
の
家
元
、
巴
家
（
と
も
え
け
）
の
奈
彌
子
（
な

み
こ
）
さ
ん
が
、
跡
継
ぎ
問
題
で
失
恋
し
か
け
て

い
た
部
分
が
す
ご
く
切
な
か
っ
た
。
家
と
個
人
の

幸
せ
に
つ
い
て
考
え
て
し
ま
っ
た
。 


 

京
都
の
巴
家
の
長
男
が
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た

理
由
が
す
ご
く
切
な
く
て
、
悲
し
か
っ
た
。 


 

跡
取
り
で
あ
る
長
男
は
、
責
任
の
大
き
さ
、
重
さ

な
ど
、
背
負
う
も
の
が
違
う
の
だ
と
思
っ
た
。 


 

京
都
で
は
お
茶
が
身
近
な
も
の
だ
と
知
っ
た
。 


 

お
茶
は
点
て
て
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
だ
け
で
な

く
、
床
の
軸
の
意
味
を
理
解
し
、
お
花
を
愛
で
て
、

ど
ん
な
お
茶
碗
か
し
っ
か
り
見
た
り
と
、
作
法
や
、

多
く
の
知
識
が
必
要
な
の
だ
と
知
っ
た
。
奥
深
い

世
界
で
、
ま
る
で
謎
解
き
の
よ
う
だ
と
感
じ
た
。

だ
か
ら
は
ま
る
人
は
ど
っ
ぷ
り
は
ま
る
の
だ
な

と
思
っ
た
。 


 

小
千
谷
縮
が
出
て
き
た
。
少
し
で
も
新
潟
つ
な
が

り
が
出
て
く
る
と
う
れ
し
い
。 


 

最
後
に
出
て
く
る
遊
馬
の
詩
が
、
お
も
い
っ
き
り

宮
沢
賢
治
の
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
の
パ
ク
リ
で
笑

え
た
。 


 

色
々
な
予
想
外
の
展
開
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
お

話
だ
っ
た
の
で
、
す
ご
く
お
も
し
ろ
く
、
楽
し
ん

で
読
め
た
。 


 

登
場
人
物
た
ち
は
茶
道
で
日
常
的
に
日
本
文
化

に
接
し
て
い
る
が
、
全
く
接
し
な
い
ま
ま
生
き
て

い
く
人
も
多
く
い
る
の
だ
ろ
う
な
と
考
え
さ
せ

ら
れ
た
。 


 

こ
の
物
語
の
こ
れ
か
ら
の
行
方
が
す
ご
く
気
に

な
る
。
続
き
が
読
み
た
い
。 

 

次
回
の
読
書
会
は 

４
月
１９
日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら 

『
恋
忘
れ
草
』 

（
文
藝
春
秋
） 

北
原 

亞
以
子 

著 

読
書
会
は
、
参
加
者
が
同
じ
本
を
読
ん
で
お
互

い
に
感
じ
た
こ
と
、
思
っ
た
こ
と
を
自
由
に
話
し

合
う
会
で
す
。
本
は
、
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
で
貸

出
し
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

（
斉
藤
久
美
子
） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コース 学校 停車時間 巡回日 

月 A 庄瀬小学校 13:10～13:40 4/20 

火 A 大通小学校 12:50～13:30 4/21  

木 A 
新飯田小学校 10:10～10:30 4/9   4/23  

味方小学校 13:15～13:50 4/9   4/23 

月 B 根岸小学校 児童限定 4/13  4/27 

火 B 
小林小学校 児童限定 4/14  4/28 

白根小学校 13:00～13:30 4/14 （4/28未定） 

水 B 臼井小学校 13:00～13:30 4/15 

木 B 
茨曽根小学校 10:15～10:35 4/16  4/30 

大鷲小学校 児童限定 4/16  4/30 

４月の行事 

ちからあし 

小風 さち 文  藍澤 ミミ子 絵 

（福音館書店） 

 

おはなしかご例会  10:00～ 

絵本のじかん  14:10～ 

おはなし会    14:30～ 

４月１１日（土） 

 
読書会(ﾙｰﾑ２)  14:00～ 

４月１９日（日） 
 
絵本のじかん  14:10～ 

おはなし会    14:30～ 

４月４日（土） 

蒸気機関車 ちからあしは やまみちも ごっごっ ごっごっ ごっごっ 

ごっごっ。と、のぼって行きます。たくさんの貨車ひいて ちいさな町の ち

いさな駅へ走ります。戦争によって仲間を失った ちからあしも また町や

人々とおなじように傷ついています。でも、悲しみを乗越えて復興のため

に大活躍。ちからあしの力強さ、ちからあしの心の様子までが絵本から私

たちに伝わってきます。この後、ちからあしは機関庫を去り、新たな場所

で再出発します。今もどこかの やまでは機関車がぼぉー！ ぼぉー！と

汽笛を鳴らしているかもしれません。文を書いた小風さちさんは、「わに

わにシリーズ」で知っている方もたくさんいると思います。絵を描いた藍

澤ミミ子さんは、新潟市出身なんですよ。初の絵本制作だそうです。お二

人が創られたすてきな絵本をどうぞ、お子さんと一緒にお楽しみください。 

 

絵本のじかん  14:10～ 

おはなし会    14:30～ 

４月１８日（土） 

 
雑誌リサイクル 

おはなしかご例会  10:00～ 

絵本のじかん  14:10～ 

おはなし会    14:30～ 

４月２５日（土） 

４月のブックバス 

春のおでかけ 

 
絵本のじかん  14:10～ 

おはなし会    14:30～ 

５月２日（土） 

★４月からは、巡回スケジュールが新しくなります。 

★中学校への巡回は、３月で終了させていただきました。 

 

あたたかい日も多くなり、すっかり春めいてきましたね。 

気分も体も軽くなって、外に飛び出したくなってきます。 

春の陽気に誘われて、あなたもおでかけしませんか。 

ちょっと気が早いかもしれませんが、 

ゴールデンウィークもやってきます。 

行楽のお役にたつ本はもちろん、 

おでかけ気分を満喫できる本をあつめました。 

４月の 

展示架 

 

はしれ 、 
きかんしゃ 




